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1989年7月19日、午前6時半、アテネ、スタンレイホテル。オレンジジュー

スをコップに汲みコーヒをカップに注ぎ、おいしそうなハムをmにのせ、きてバイキ

ングの朝食を摂ろうとしたやさき、突然門r.TAKESHIMAと私を呼ぶ声がスビーカーから

聞こえてきた.その瞬間しまったと思い、玄関ホールに駆け付けたが後の祭り、これ

から出発しようとす忍ギリシ-¥'9日間の旅の迎えに来た観光パスに乗り遅れたのだっ

た.前日アテネのマンノスという旅行会社でこのツアー参加の手続きをし、 10万円

弱の費用を払い込んだのだが、その時、朝の迎えは7時半と間き、その心積もりをし

ていて夜寝る前にこのツアーのための書類にもう一度目を通してみるとpickup は荒

っぽい字で脅かれているが、どうも6時半と読める、しかし確かに7時半と聞いたの

だし、それにこの図柄そんなに早〈出発することもないだろう、と安易に考えたのが、

間違いのもとだった.フロントのボーイに授け合うと、何度も呼び出しをしたのにと、

ぶつぶつ言っていたが、結局、観光会社に電話をかけてくれ、観光パスは他のホテル

を回った後、もう一度、私のホテルに迎えに来てくれて、無事、このツアー旅行に参

加す者ことが出来たのだった.それからは集合時間など、神経質なほど気を付けるよ

うになった.

このツアー旅行は相当な強行軍で、 6時半起床、 7時朝食、 8時出発、次の観光地

のホテルには、大休6時半頃から7時に到着、 8時から約2時間位かけてのディナー、

慣れない英語を1日中使わねばならないこともあってきつい旅行であった.しかしそ

のおかげで、南ギリシャのコリントス、ミケーネ、ナフプリア、エピダウロス、スパ

ル夕、ミストラ、オリシビア、パトラス、中部ギリシャのデルフィ、カランパカ、メ

テオラ、ヴヱルギナ、北ギリシャのテサロニキ、フィリ、yピ、カヴァラ、ベラなど主

な遺跡を訪ね'5ことが出来たのだった.

ナフプリアを午前8時に出発しトリポリ、スパルタの町を通過して、タイゲトス山

の斜面にある廃績と化した中世の町ミストラを見物した後、パスは途中ほとんどの草

を、パトカーさえも追い按く程のもの凄いスピードで次の目的地オリシビアを目指し

た.鉄道の全〈発達していないギリシャではパス交通に特に観光パスに路上での最優

先権が与えられてれてい'5ように思われる.アテネ市内を見学していた折り、前方か
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ら走ってくるパスが右折れの信号を出しているのが見えたが歩行者信号は青になって

いるからと思い横断舗道を波り切ったとたん背後を右折れしてきたパスが通り過ぎ、

一瞬ヒャッとし、運転手に大声で怒鳴られたことを思い出す。

トウモロコシ畑、延々と続〈オリープの林が目を楽しませてくれる、オリープの銀

色の棄が波打っていあ。 rあれはジプシーだよ」、時折ガイドの説明が入る。美しい

松林に閉まれたオリンピアのホテル街に到着したのは、午後5時半頃だった。日本の

観光地と同じく、沢山の士産物尽が軒を連ねている。今日は時間的に余裕がありそう

だからこれらの病に入って何か良い士i1f.物を探してみようと考えているとバスはそこ

を通過して博物館へと直行したのだった。ワイシャツをはだけ、金色のネックレスを

光らせ、汗だくになりながら、ガイドは、この偉物館で最も有名な「ヘルメースの像J

の説明者E英語と仏語でし終えると、 「援も重要なものだけは説明しておきたいからJ

と言って次の部尾へと走り出し、もっと周囲の作品も見たいと思いながらも一緒に次

の部屋まで走って移動したが、その時、観光ツアーの限界に気がついたのだった。

繋朝、オリンピアの遺跡を見物した後で、ベロポネーソス半島の交通と商業の要所

であるパトラを経て、リオンからアンティリオンへと船で渡り、ナフパクトスを経由

して、デルフィへと向かった.コリンシアコス湾の水の深い青と問闘の木一本生えて

いない灰色の山々が美しいコントラストを呈している。パスはやがて急勾配の坂道を

上ったり下ったりしながら、パルナッソス山麓へと入って行〈。峻厳なそそり立つ岩

山を見つめていると、古代においてギリシャのみならず、世界各地から神託を伺いに

ここへ使者が遭わされたことも成る程と納得がい〈。最初に4思い出したのは、リュヂ

ィア王クロイソスがベルシャとの戦いを前に、ギリシャの各地の神託所に使者を派遣

して神意を問い、その神託が正しいかどうか試してみて、もしそれが正しいと判明し

たら、改めてそこへ使者を送り、ベルシャ出兵を断行してよいかどうかを尋ね各事と

した。結局、それはデルフィの神託所であったという、あのへロドトスの記述であ~.

パスが走っている道路の下方に様々な写真で見慣れてい~茶色と自のまだら模様の

独特の円柱が見えてきた.アテーナ神域の円形神殿の周闘に立っていたドーリス式列

柱のうちの復元された3本であった。残念ながら、近〈まで降りて行って鑑賞するこ

とはできなかったが、ビデオカメラをズームtこして撮影し、帰国してフィルムをみる

と、この場面が一番良〈撮れていた。そこから少し離れた所にカスタリアーの聖水が

涜れてい忍場所があった.神託所を訪れた人はまずこの水で身を清めたとの説明をガ

イドから聞き、早速手を浸してみた。

アポロン神殿、アテーネ人の宝庫の説明を聞いた後、山の中腹にあるほぼ完全な形

で残ってい~古代劇場から木立ちに開まれた蝉しぐれのふる、かなり急な坂道を登っ

てい〈と古代競技場跡に出た。石でできた観客席を含めぼぽ原形をとどめてい~.こ

のツアーに家族全員で参加していたアメリカ人の観光客の父続と高校生くらいの娘さ

んがこのトラ、yクで 100mを全力疾走して競争し、それをにとにと笑いながら母親
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がビデオに撮っていた光景は、見ていて本当にほほえましかった。

それらの遺跡から 100聞くらい灘れた博物館に入り、突然2mほどもある二人の

青年の裸身像に直面し、これは「クレオビスとビュトンJの像だとの説明をガイドか

ら受けたときには本当に驚いた.法律を制定した後、旅t;:出てサJt，ヂィスのクロイソ

ス主の下にやって来たソロンに宝物蔵を案内させた後で、あなたが会った人のうちで

最も幸福な人は誰であったか、と何分のことを名指してくれることを期待しつつ質問

したクロイソスに対して、先ずはテロッスを次にこのクレオピスとビユトンの名を挙

げ、彼らの母親が祭りに行〈時間になったのに乗っていく荷車を牽いていく牛が野に

出ていたので、この息子二人が牛の代わりに車を牽いて走り、アルゴスのヘラ女神の

社まで45スタデイオンを走破し、アルゴス人の賞賛を受けつつ永眠し、アルゴス人

はこの二人は世に最もすぐれた人物だとして立像を作らせヂルフィーに奉納したとい

うヘロドトスの記述を思い出したのだった。読書会でヘロドトスの「歴史」を読んで

いて、この筒所を読んだ後、この逸話の持つプラ、yクユーモアについて、議論を戦わ

したことをまざまざと思い出したのだった。紀元前5世紀の人であるヘロドトスが語

っている物語の主人公の像を限前にして特別な感動に浸りながら、立像を凝視しつつ

数分間まさに呆然と立ちつくしていた。ギリシャ文明が現代の文明の中で生き生きと

躍動しているのを実感したのだった。最近は、この像をクレオビスとピュトンと同一

視することは、疑問視されている乙とをヂルフィ惇物館の説明容を読んで知ったのだ

が、私が受けた感動はいささかも減じることはなかった。

ヂルフィから後のツアーでは、参加人員数はこれまでの半数以下に減り、パスも小

型になったのだが、それだけ参加者同士がいっそう親しくなり、旅はまずまず楽しい

ものになっていった。北部ギリシャのカランバカという町に入;sと前方に異様な形の

灰色の奇岩が見えてきたメテオラであった。ガイドプ、yクで読んだときにはさほど私

の関心をひかなかったのだが、実際にその光景を自の前にして見ると、その異様さに

ただただ圧倒される。そしてよくもあんな所t;:建てたものと驚かされるほど高い岩の

上にいくつかの中世の修道院が建っていた。

ヴヱリアという美しい町を訪れたとき、この町が使徒行伝の中で言及されているこ

とを純国籍のカナダ在住の牧師から教えられた。そもそもこのツアーが聖バウロの足

跡を辿っているのだということを知ったのもそのときだった。フィリツピの遺跡を訪

れ小さな小川に案内され、そこがヨーロッパの女性が彼によって洗礼を受けた最初の

場所であることを知り、聖パウロの捕らえられていた牢獄を目の前にしながら、その

牧師から使徒行伝のなかで記述されている出来事を聞き、深い感銘を受けたのだった。

パウロとシモンが真夜中祈っていると大地震が起こり、戸が全部開き、鎖は解けてし

まった.獄吏が目を覚まし、戸が開いているのを見て、囚人は皆逃げてしまったと思

い、自害しようとしたとき、 「自害してはいけない、われわれは皆ここにいる」と叫

んだあの話である。聖書が.意識しないうちに、ぐんぐ‘んと身近に迫ってくるのを感じ
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たのだっte。
ヂ吋げよーキからアテ字へ民ろ途中でこζが手ル:f:tイレーの作戦t奇跡だとガイドに吉
われ.ただ一人バヌから降りて努Eわになってカメラのシ+、ソターを押したのだが、そ

れはとこで倒的な死長沼げたスパルタの将軍レオ三ーゲスのことぞ実に印象的に脅き

記しているへ円ドトスの記述を思いだしたからだった a スバルタの町を通過したとき、

あればレオニーゲスの像です、どの説明だけであっという問にそこを巡il!!してし主い、

安に伐念な気持ちにかられたこともヂルモビレ}であれほどまでに夢中になってカメ

ラのシヤヴゲーキ押す原動力になったのだと今にして思う。

ギリシ十に若いて三日目、ヱピダウロス古代劇勾で宵典悲劇が土曜と日眼目に上演

ぎれること~ホヂルのフロントで概されたバンプレ、ソトで知り、早速コリントス、ミ

ケーネ、ヱビゲウロスて日の旅の、ソア}に申し込みをした。

'1宇い狭竹桃がtf}iぎに咲き乱れているi討をバス(;t走りながら、やがて有?，なコリント

ス理河に到着。切りたった序の下、緑色の海の上を船が通っている。ミケーネでアト

レウスの令市、開i子の門司E 見物し、どあ~タパルナで保食を済ませた後、ナフブリア

という i毎に面した町に入句、あ~ホテルの前lこ Iト::-1:り、ガイドが、二日間のツアーに

努力目している人は降りなきいという。際的たのは私と老夫婦だけで、十号にw三手きれな
がのめ々気恥ずかしい思いをしつつパスそF寄りた。他の人たちはその筏、工ピゲウロ

スの遺跡lþ 見物 l)その実主アテネ lz戻~一円、ソア}の参加者たちだ勺た。

ホテルでシャワ奇術びた後、ナフプリオンの街を歩く、シヱスタで商!日ま符戸経閉

めてい-%.パラミヂィの城跡へ吸って行〈途中、 :入賞'れの女子学止が~$りでく忍の

とすれちがいざま何か言ったあと oEv }tα刊 AcxsαLVEし「彼(;t分かっていないJと言勺

たのが、はっきりと聞き取れたので、 EyWH(lταAcxsαLVω 「分かつて石ぞJと青い返

してや忍と、びっ〈りした顔をして何かしゃべりはじめたので、向きを交え頁っすぐ

に頂上を目指した。頂上から眺めたエーゲ海の美しさは今でも除に浮かぶほどであろ。

午後5時頃、タベルナでは路上にテーブルを出してそろそろ夜の夕食の支度tことり

かかり胎めていた。魚、が入ったシπーウインドウをのぞいて見るとおいしそうな伊勢
海老があお、食欲をそそられたが、今院はどうしても劇を見にヱピダウロスヘ行かね

ばならないのだからど諦めて、嬰寒のような島、ブルジイ島がすぐ同の前に浮かぶタ

ベルナに燃をおろして、ピールとサラダとパンで簡単な夕食を済ませたのだった。

午後7時1行分、観殿|の手配をした旅行会11ーに行き、ヱピダウロス行きのパスを待
ったのだが30分終つでも、パス(;t来ない、 l苫員も電話をかけたり、路 kへ出たりい

らいらしでいろ。 86寺を少し過ぎ'たころパスがよ'うやく宍て、そこから 1時間半くら

いかかって工ピダウロスに到着した。刷lまヱウリピヂスの「ヒ、ソポリトスJであつだ

が.的i勺たのは 10時耳きすぎでからであ可た。 I守代障1]t.'Zをその11使用し、晴間の

中でその輪郭をくっきりとみせている松林署背景にと心情いばかりの舞台装情の中で

劇l主演じられ、台詞は全〈わからなかったが期!の商白さは充分にたんのろttl来た。
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戦日、午後2時に迎えに来・~ごとになっていた観光パスを待ち切れず、それをキャ

ンセルして、朝早〈営業パスに索、てヱピダウロスヘ向かった。丁度日曜日のことも

あ勺でナブプリアから閉令へ帰る大勢の人が乗り合わせ、ギリシャ人の生活にじかに

触れる気がしてとても楽しかった。

しかし遺跡を見物して営業パスをf寄っていおと、タクシーの運転手がきて乗らない

かという、アテネ行きのパスの時刻表を指さしてこれに乗弓からいいと断ると、その

パスt;t日銀日には来ない、と言う。そんな馬鹿なことと思ったが、定重IJを一時間過ぎ

ても、二時間すぎても営業パスは来ず、来~のは観光パスばかりであった。同じよう

に符業バスを待っていた開休の観光容も電話でタクシーを呼び四、五人ずつに分かれ

て、それに乗り始めた。コリントスまでタクシーで行き、そこから鉄道でアテネに行

こJうと考えて、遺跡の入り口に1ト.まっていたタクシ}の運転手に鱒け合うと予約があ

るから駄円だという。結局、四時間くらいかかって必奈のおもいでその日乗ることに

なっていた観光パスを見付け、ナフプリアのホテルでキャンセルした符だなとガイド

に笑われながら、後部座席にほっとして腰をおろし、ふと前方を見ると前日一絡に降

りた老夫婦が目にとまった。そのときギリシャでは焦らないこと、と目干にめいじたの

だった。

人為的、作為的な商が全〈感じられない、まさに神からの授かり物のごとく完成し

た形で現れたホメーロスの文学、それを受け継いだ形で開花した、トゥキュヂィヂー

ス、ヘロドトスの照史家、アイスキュロス、ソフォクレス、ヱウリピデ}ス、アリス

トファネスという悲劇、喜劇作家、青学の元祖といってもいいプラトン、アリストテ

レスの著作などで代表されるギリシャ古典の諸作品、ヘレニズム時代に新約聖脊で代

表されるように地中海沿岸で広〈公用語として使われたコイネー・ギリシャ語、ビザ

ンティン帝si1で結局はラテン語を〈ち〈した中開時代のギリシャ語、トルコの圧政下

にあって苦しみながらも、自分たちの祖先から受け続いだ文化遺売を大切に保持し、

やがてセフヱ】リス、カヴァーフィス、カザンヅァーキスで代表され~現代ギリシ+

文学の花を聞かせ、それを育んだキリシャは実際に訪れてみると、まさにそれらの誇

り高い文明が幾重にも屑をなし、沈殿しているという形容がぴったりとあてはまる問

であった。

この間の持っている文化遺産を真に理解するためには多方面からの研究者の多〈の

努力が必要であるし、また人類に無限の文化的宮を与え続けてくれる尽きない泉であ

~というのがわずか一ヶ月余りであ忍が、ギリシ+を旅行しでの私が得た結論だった。
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